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　栗
原
市
築
館
薬
師
三
丁
目
６
番
２
号

栗
原
市
社
協
築
館
支
所

が
行
っ
て
い
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と

し
た
「
高
齢
者
配
食
型
食

事
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
。
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
中
止
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
３
月

は
業
者
の
お
弁
当
を
民
生

委
員
さ
ん
に
配
達
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
実
施
し
ま

し
た
。
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら

こ
そ
、
改
め
て
地
域
や
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
出
来
る
こ
と
を

工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

第
79
号

令
和
３
年
５
月
１
日
発
行

電
話 

０
２
２
８
ー

23
ー

８
０
８
７
　 

Ｆ
Ａ
Ⅹ 

21
ー

４
７
７
４

任
期
満
了
に
伴
い
支
部
委
員
の

改
選
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

（
任
期
：
令
和
３
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日
）

支
部
長
　
氏
家
　
明
俊
（
知
識
経
験
）

副
支
部
長

　
常
盤
　
榮
一
（
区
長
会
）

　
　
　
　
佐
藤
登
美
子
（
民
協
）

委
　
員 

 

曽
根
　
貞
一
（
区
長
会
）

 

南
條
　
初
子
（
民
協
）

 

佐
藤
　
輝
也
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

）

 

大
江
　
善
弘
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

）

 

佐
藤
ひ
と
み
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

）

 

千
葉
紀
美
子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

）

 

尾
形
　
敏
博
（
地
区
社
協
）

 

山
本
　
　
武
（
地
区
社
協
）

監
　
事 

　
藤
原
　
　
諭
（
地
区
社
協

）

　
佐
藤
　
藤
夫
（
地
区
社
協

）

《
退
任
さ
れ
た
支
部
委
員
》

千
葉
　
文
代
　
様

髙
橋
み
と
り
　
様

那
須
野
幸
夫
　
様

鈴
木
　
亮
悦
　
様

地
域
福
祉
推
進
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

職員紹介

築館支部委員の紹介

～ 地域のお宝 大発見 ～

高齢者配食型食事サービス事業の
取り組み

ちょっとした
声がけ・見守
りで安心♪

地
域
の
皆
さ
ま
に
身
近
で
喜
ば

れ
る
社
協
支
所
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

写
真
右
側
か
ら

事
務
職
員
兼

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

鈴
　
木
　
梨
沙
子

主
事
兼
統
括
職
員

佐
々
木
　
佳
　
奈

事
務
職
員小

野
寺
　
ま
な
み

（マスクを外して撮影しております。）

（マスクを外して撮影しております。）

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。



３
月
８
日(

月)

・
10
日(

水)

、
防
災

士
の
菅
原
昭
一
氏
を
お
迎
え
し
て
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
に
、
あ

ら
た
め
て
防
災
講
話
と
消
火
器
の
使
い

方
を
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消

火
器
は
、
『
ピ
ン
』
を
抜
く
、
ホ
ー
ス

を
『
ポ
ン
』
と
外
す
、
レ
バ
ー
を
『
パ

ン
』
と
握
る
。
と
実
際
に
実
演
し
な
が

ら
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
さ

ん
も
、
火
災
に
遭
っ
た
ら
、
慌
て
な
い

で
『
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
』
が
実
践
で
き
る

よ
う
に
と
、
真
剣
に
講
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

　
生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
築
館
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

開

設

日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
築
館
支
所
　
電
話
：
23-

８
０
８
７

６
月
８
日（
火
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

５
月
18
日（
火
）

６
月
22
日（
火
）

防災講話防災講話
築館高齢者生きがい活動支援通所事業 

廃
車
の
お
知
ら
せ

福
祉
バ
ス
２
号
車

本
会
が
所
有
し
て
い
た
福
祉
バ
ス
２
号
車

（
三
菱
ロ
ー
ザ
10-

30
）
に
つ
い
て
、
老
朽
化

の
た
め
３
月
に
廃
車
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

長
年
ご
活
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

※

１
号
車（
29
人
乗
り
）
は
利
用
可
能
で
す
。

しあわせな地域づくり事業募集
～歳末たすけあい募金配分金を活用し
　　ボランティア活動資金を助成します～

 

対
象
者
の
要
件

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
団
体
及
び
個
人
）

①
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

②
栗
原
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
に
登
録
し
て
い
る
こ
と

③
自
主
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と

④
会
員
間
の
活
動
で
は
な
く
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
活
動
で
あ
る
こ
と

⑤
参
加
者
か
ら
参
加
費
等
を
徴
収

し
て
い
る
こ
と
（
但
し
、
訪
問
活
動

は
こ
の
限
り
で
な
い
）

⑥
本
会
以
外
よ
り
助
成
金
等
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
（
但
し
、
地
区
社
協
、

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
等
か
ら
の

助
成
は
２
万
円
を
上
限
と
し
て
認
め
ま
す
。
）

助
成
金
額

１
団
体
　
年
額
５
万
円
以
内

申
請
締
切

５
月
28
日
（
金
）
ま
で

申
請
書
用
紙

栗
原
市
社
協
各
支
所
に
準
備
し
て

い
ま
す
。（
栗
原
市
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

問
い
合
わ
せ
先

社
協
地
域
福
祉
課
ま
た
は
社
協
各

支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。


